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Land use is basic information in regional and rural studies, and remote sensing (RS) is a useful tool
for understanding land use and land cover (LULC). High resolution satellite images (HRSI) such
as IKONOS and QuickBird have been used in LULC studies for about a decade, and they are now
popular among RS professionals and nonprofessionals alike. However, classiﬁcation methods are
not standardized for HRSI, whereas supervised/unsupervised classiﬁcation is commonly applied
for middle-resolution satellite images such as Landsat.
In this study, the object-oriented classiﬁcation method for HRSI is discussed in terms of LULC
studies. This method has been applied in many scientiﬁc studies in the past few years, and it
comes equipped with some RS software packages such as Deﬁniens. However, the procedure to
make an LULC map from HRSI has yet to be formulated and classiﬁcation accuracies depend on
the operator’s skills. The most signiﬁcant parameter in this method is the scale parameter (SP),
which determines the size of the image object. In this study, by changing SPs to the IKONOS
image, it was found that the size of the homogeneous image object is inﬂuenced by the land cover
type; for example, a paddy ﬁeld has a larger homogeneous object size than land cover types such
as residential areas. The result suggests that object-oriented land cover classiﬁcation methods
can be helpful for RS nonprofessionals to classify HRSIs, and the approach provides land use
characteristics in the study area by understanding the land cover objects.
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は，主として広範囲の流域・地域スケールの研究に用いられ［長澤 他 1998; 内山 他 2006］，



















































の画像上では道路として比較的均質な領域として認識されたものが，空間解像度が 1 m に



























ト指向（土地被覆）分類と呼ばれる手法が注目されている [Stuckens et al. 2000; Tilton and
Lawrence 2000; Blaschke et al. 2001; 臼田 他 2005］。オブジェクト指向分類を実装するソフト
ウェアとしては，ドイツ DEFINIENS 社の Definiens（旧称 eCognition) が代表的であり，国
内外での実績も多い [Van der Sande et al. 2003; Guindon et al. 2004;Wang et al. 2004; 鎌形 他
2006; 小阪 他 2007］。鎌形 他［2006］は，IKONOS マルチスペクトル画像（空間分解能







［2005］は SP 値を140に，小阪 他［2007］は SP 値を100に設定している。また，LANDSAT-
TM 画像を用いた研究では，大西 他［2005］は SP 値を 4にしているのに対して，Guindon et







今回分析に利用したのは，2005年 6 月21日に撮影された IKONOS パンシャープン画像







パンシャープン画像は，空間解像度が 4 m のマルチスペクトル画像を，空間解像度 1 m の




非階層的クラスタリングの代表的な手法である ISODATA (interactive self organizing data analysis
techniques A) のこと。非階層的クラスタリングは，初期状態として適当なクラスタを与え，そのメ
ンバーを組み替えて，よりよいクラスタを求める手法である［高木・下田 2004］。












ジェクト毎に土地被覆を決めている [Deﬁniens 2003］。SP 値は隣接する画像オブジェクトと
の均質性の許容量で，SP 値が小さいと，画像オブジェクトは相対的に小さく均質性が高いも
のとなり，逆に SP 値が大きいと，画像オブジェクトは大きくなり，均質性が低くなる。









図 1 SP 値の違いによる画像オブジェクトの比較








IKONOS パンシャープン画像の 4 バンドのうち，最も SD が大きくなるバンドの SD を用い
ることとした。
図 2 は，SP 値が200の時に発生する全ての画像オブジェクトについて，バンド 1∼バンド
4の SD を計算し，バンド 4（近赤外バンド）の SD をX軸とし，バンド 1（青バンド: △），
バンド 2（緑バンド: ○），バンド 3（赤バンド: □）の SD をY軸として比較したものであ
る。図より，バンド 4は他の 3バンドと比較して輝度値のばらつきが大きいことがわかる。ま
た，SP 値が500と50の場合も同様の傾向が確認できたため，バンド 4輝度値の標準偏差を SD-
4 と呼び，色調の均質性を表す指標とした。
図 3 (a)∼(c) は， 3種のSP 値（500，200，50）で発生させた画像オブジェクトについて，
画像オブジェクトのサイズ（ピクセル数）と SD-4 の関係を示したものである。SP＝500 の場
合，画像オブジェクトは71個発生し，多くは5,000ピクセル（50アール）程度のサイズである
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図 3 SP 値の違いによる標準偏差の変化
((a) SP＝500, (b) SP＝200, (c) SP＝50)
東南ア4604,7-4




図 5 画像オブジェクトの一例 (SP＝500 の場合)
(5,000ピクセル以下，SD-4 が200以下)
東南ア4604,7-6
図 6 画像オブジェクトの一例 (SP＝200 の場合)
(SD-4 が100以下)




ある（図 3 (b））。図 6 は SD-4 が100以下の画像オブジェクト（147個）を抽出したもので，
画像オブジェクトとして均質で，土地被覆の多くは農地であった。SP＝50 の場合，画像オブ
ジェクトは5,629個発生し，多くが50∼500ピクセルのサイズで，SD-4 は100以下である（図 3
(c））。ただし，図 7 は SD-4 が300以上の画像オブジェクトを抽出したもので，微小で明るい
画像オブジェクトは土地被覆として均質で，地上にある小さな地物一つ一つに対応していると
考えられる。これはバンド 4（近赤外線バンド）の輝度値が高いと，SD も高くなるためで，





























な全ての微小な画像オブジェクトは，SD-4 が300以上で色調の分散 (SD-4) は高いが，自動
東南ア4604,7-8
図 8 輝度値の平均と分散の関係 (Band-4，SP＝50 の場合)
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